
90年代の高等教育政策は成功したか？
～今求められる高等教育のグランドデザイン～

21世紀も最初の10年を過ぎようとしているが，高等教育の行く先は政権交代もあって
ますます不透明になっている。少子化・ユニバーサル化のもとでの教育の質保証，国際
的な競争のもとでの卓越性の確保，産学連携など社会経済の発展と大学の役割など，高
等教育は複雑化した課題を担っている。この課題を，計画行政ではなく，法人化や規制
緩和など市場メカニズムの拡大で解決しようとしたのが，90年代からの高等教育政策で
あった。果たしてこの政策はどこまで成功してきただろうか。現在，中央教育審議会で
は，中・長期の高等教育のあり方について議論しており，その内容にも触れながら我が
国の高等教育のデザインを考えてみたい。

第１回 高等教育推進センター FD講演会

講師プロフィール
職　　歴：福島大学教育学部助手(1979)，同　助教授（1983），広島大学 大学教育研究センター助教授（1994），同　教授
（1999），東北大学高等教育開発推進センター教授（2007），桜美林大学大学院国際学研究科アドミニストレーション専
攻（通信制大学院・併任），放送大学客員教授
国立大学協会教員養成特別委員会専門委員，国立大学協会21世紀委員会委員，日本教育大学協会評価に関するプロジェクト
委員，広島県立大学法人化検討会議委員長，経済産業研究所経済社会の将来展望を踏まえた大学の在り方プロジェクトメン
バー，日本私立大学協会附置私学高等教育研究所研究員（現在），厚生労働省看護教育の内容と方法に関するワーキング専
門委員（現在），国立大学協会調査企画会議委員（現在）

専門分野：教育学，教育史，教育行政学，教育社会学，高等教育論
研究テーマ：近代日本財政史，戦後教育改革，60年代教育史，大学評価，大学教員の能力開発，教育学論

日時：12月２日（木）13:00～15:00
場所：関西学院会館　光の間
講師：羽田 貴史氏
　　　（東北大学高等教育開発推進センター教授）

関西学院大学　高等教育推進センター
〒662-8501　兵庫県西宮市上ケ原一番町１－１５５
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